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2017.12 Ichimura

Project 2040

第86回教育委員会対象セミナー

名古屋経済大学市邨中学校高等学校 
教科指導部主任/システム管理委員　矢田修

ICT環境がもたらす
教育改革と学びの変化



名古屋経済大学市邨高等学校・中学校
1907年：日本初の女子商業教育学校として開校
1947年：学制改革に従い「市邨中学校」として現在の地に移転
2002年：共学化
2016年：創立110周年。学校改革のスタート

市邨学園創立者　市邨芳樹

沿革

建学の精神 ・一に人物、二に伎倆 
（教育の本質は「人」を作ること） 

・桜は桜、松は松たれ 
（それぞれの個性を尊重し、生まれついての才能を伸ばすこと） 

・世界は我が市場ならずや 
（社会で活き活きと活躍し、世界に飛躍する人物となること）

2017年：全校生徒にiPadを配布。

クラス数 生徒数

中学

中１： 3 中１： 73

中２： 3 中２： 62

中３： 2 中３： 50

高校

高１： 13 高１： 446

高２： 13 高２： 470

高３： 13 高３： 483

中学生徒数：185名 
高校生徒数：1399名 
　・特進：2クラス×3学年 
　・ＣＤ：3クラス×3学年 
　・文理：8クラス×3学年 
教職員数　：　１２０名

Data
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2013年：学内に４０台のiPad 

　ICT委員会の設置，校内無線LAN環境の構築，プロジェクターカートの配備 

2014年：図書館へ２0台のiPad 

　校内無線LAN環境の整備 

2015年：学内に４０台のiPad+40台のWindowsタブレット 

　校内無線LAN環境の整備 

2016年：次年度から全生徒へのタブレット端末導入を決定 

　導入端末の選定（iPad），プラットフォームアプリの選定 

2017年8月：中学生へ導入，校内無線LAN環境の整備 

2018年1月：高校生へ導入，校内無線LAN環境の整備

端末導入の経緯



私たちの危機感
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ICTの導入≠Goal

教育改革のスタート
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学校と学力を再定義

社会が求める
力を学ぶ場

学校目標： 
2040年を生きる力（学力）を身につける

生涯にわたって 
学び続ける力
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ICTの活用 

知識の構築 

自律した学習 

社会課題の解決 

コミュニケーション＆コラボレーション 8
2017.12 Ichimura

社会性

コミュニケーショ
ン能力

想像力創造力

主体性

ICTスキル

言語能力

一般教養

Ichimura

Basic


Academic

Skills

”I-BAS”
（アイバス）

市邨の考える学力



Copyright(c)
9

2017.12 Ichimura

目標達成のために

Step2 授業の改革と実践

Step1 到達目標の設定

Step3 生徒主体の学校へ
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学習到達ルーブリックの作成

ICTツールの活用目標を設定

Step1 到達目標の設定

職員研修と情報共有
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ICTツールの活用目標を設定

Step1 到達目標の設定

職員研修と情報共有

学習到達ルーブリックの作成
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ICTツールの活用目標を設定
Step1 到達目標の設定

iPad＝『学び』の 
　基礎となる文房具

目標　企業と同等レベルのICT活用
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Step1 到達目標の設定

職員研修と情報共有
教員研修（有志含む） 
　　　　　　年１０本以上開催

Office365の活用方法 

MetaMojiの授業実践 

Zoomを用いたオンライン研修 

セキュリティポリシー 

授業デザイン 

指導要領の解説 

評価のアセスメントについて 

基礎学力定着のための検討

研修テーマ例
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Step2 授業の改革と実践

目標達成のために
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市邨メソッド

・文房具としてiPadを活用 

・Microsoft365によるプラットフォーム構築 

・ディスカッション重視の授業形式 

・「伝える」を強く意識した課題や実践 

・「社会とのつながり」をテーマにした授業内容

Step2 授業の改革と実践
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授業デザイン を意識

Step2 授業の改革と実践
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意識すべきは 

Contents 何を 
学ぶか

教科ごとに必要な資質 
能力を踏まえる

学習内容の削減は 
行わない

Approach どのように学ぶか
主体的な学び
対話的な学び
深い学び

Goal
何ができる 
ようになる
か

知識技能

思考判断表現
学びに向かう力・ 

人間性

授業デザインの手法Step2 授業の改革と実践
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授業デザインの手法(授業スタイルの変化）

『教科書を教える』 
から 

『教科書を使って探究する』

Step2 授業の改革と実践
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身につけたい力 取り組みたいこと
データなどから 

客観的に物事を判断する力 クリティカル・シンキング

→データをもとに考えを深める授業
自らの意思で判断して 
主体的な意見を持つ力 主体的な学び

複数の意見について議論し、 
最適解を見つける力 対話的な学び

→考えを伝えるための表現を行う授業
他者の思考を認め、自らの 
思考との差異を認識する力 メタ認知能力

自らの思考のプロセスを 
明確化し、説明する力 深い学習，理解，関与

→他者と関わって課題を解決する授業

授業デザインの手法(授業スタイルの変化）Step2 授業の改革と実践



Copyright(c)
20

2017.12 Ichimura

中１理科 
金属の推定 
５種類の金属を作る物質が 
何かを実験を通じて検証 
　→グループでまとめて発表

　中３理科 
運動エネルギーと 
速度の関係 
速度メーターから表計算アプリで 
散布図を作成→二次曲線のグラフ 

Step2 授業の改革と実践
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Step3 生徒主体の学校へ

全ての生徒が楽しく学ぶ学校になる
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各教科の授業時間数（週あたり）

国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保健 
体育

技術 
家庭 道徳 総合 

学習
特別 
活動 未来

総授
業時
間数

1年
生 4 ４ 

→３ 4 3 4 ２ 
→1.5

２ 
→1.5 3 2 1 2 1 2 32

2年
生 4 ４ 

→３ 4 4 ５ 
→４ 1 1 3 2 1 2 1 2 32

3年
生 4 4 ５ 

→４ 4 ５ 
→４ 1 1 3 1 1 2 1 2 32

授業カリキュラムの見直し
中学：『５教科重視』から『標準単位数＋探究学習』（R１～）

高校：週あたり32（34）単位→全コース30単位（R4～）

１つ１つの授業を深める

Step3 生徒主体の学校へ
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週６時間の探究型学習「未来」

Language Arts 
Mirai ゼミ 

プロジェクト学習 
プロフェッショナル講座 

日本文化など

Step3 生徒主体の学校へ
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Language Arts 
「伝える」ことをテーマに 
論理的な文章の構成などを学ぶ

探究の取り組みStep3 生徒主体の学校へ
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市邨ゼミ 
　プログラミングで 
建築を学ぼう

プロジェクト学習 
１学期　弁論大会 
２学期　未来プロジェクト 
３学期　１年間の成長 
         　（Open day）

Step3 生徒主体の学校へ 探究の取り組み
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「海洋プラスチックを無くすために私たちができることは？」

２ヶ月間のプロジェクト学習

Step3 生徒主体の学校へ 探究の取り組み
２学期 探究学習

期末テスト後 ３日間は終日活動日

活動内容・場所など全て生徒が決定

全グループの活動報告を特設サイトに掲載

全グループが英語の報告も作成
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全員が成長し続ける

そこに集う意義がある

生徒が学びを楽しむ

私たちの目指す学校


